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論文内容の要旨

本論文は 2 編よりなり，第 1 編では溶接残留応力が鋼構造物の弾塑性局部座屈強度に及ぼす影響，

および第 2 編では鋼構造物の低荷重脆性破壊に及ぼす影響の機構に関する研究結果について述べてい

る。

第 1 編では，第 1 章緒言において研究目的を明らかにしており，第 2 章で構造物の部材要素に生じ

る残留応力分布についての実験結果を示している。第 3 章では弾性および塑性域における応力・歪関

係を定義し，それをもとにして残留応力を有する構造部材の弾塑性座屈理論を展開し，この椅の被矧;

な問題に対する有力な解析法として，エネルギ一法と有限要素法を開発している。さらにこれまで全

く経験的考察によっていた平板の塑性座屈値の実験的決定法を，塑性変形理論をもとに新しく考案し

ている。第 4 章， 第 5 章および第 6 章では， 第 3 章で展開した座屈理論を用いて種々の溶接組立部

材が，圧縮，曲げ，勇断ならびにそれらの組合せ荷重のもとでの弾性，弾塑性および塑性座屈強度を

広範囲にわたって理論解析し， 主要な断面部材に対しては座屈実験を行ない， 理論の有用性を立証

した。その結果，残留応力が部材の局部座屈に及ぼす影響を定量的に示している。

第 2 編においては， 治接部の低荷重脆性破壊に関する Wells の実験および木原らが系統的に大規

模な実験を行って明らかにした低荷主脆性破壊に及ぼす溶接残留応力の影響に関し，脆性破壊発生に

関する塑性応力・歪条件をもとに，材料の Bauschinger 効果の概念を破壊発生予定点での流動応力

曲線に導入して，その影響を明らかにしている。そして，この理論をもとに，一連の残留応力場にお

ける材料の低荷主破壊現象に対する統ーした理論的解釈を提案している。
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論文の審査結果の要旨

溶接によって必然的に残存する残留応力が.構造物の弾性ならびに弾塑性局部座屈強度に及ぼす影

響を系統的に究明し，さらに機械的残留応力除去によって低荷重脆性破壊強度を上昇せしめ得る事実

を， Bauschinger 効果をたくみに用いて統一的に説明し得た乙とは，構造工学の分野において貢献す

るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。

-.363 ー




